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第1章 調査の概要

1. 調査の概要

本調査は「第 5次鶴居村総合計画」 (平成30~39 年度)策定するために必要な基礎資料の収集を目

的に実施したものです。

調査対象

平成28 年 4月 1日現在

一般向け :鶴居村に在住する 16 歳以上の男女 2,000 人

中学生向け :鶴居村に在住する全中学生81 人

抽出方法
一般向け :住民基本台帳から無作為抽出

中学生向け :悉皆調査 (全量調査)

調査期間 平成 28 年 9月 28 日~10 月「4 日

調査方法 郵送による調査票の配布・回収

2. 調査票の回収結果

配布数
(票)

回収数
(票)

白票
(票)

有効回収数
(票)

回収率
(%)

一般向け 2,000 675 「 674 33.7

中学生向け 8「 81 ○ 8「 100. ○

3. 集計結果の表し方

○調査結果の図表は、原則として回答者の構成比 (百分率)で表現しています。

○百分率による集計では、回答者数 (該当質問におし、ては該当者数) を 100% として算出し、本文お

よび図の数字に関しては、全て小数点第 2 位を四捨五入し、小数点第 1位までを表記しています。

複数回答の設問では、全ての比率の合計が 100% を超えることがあります。

○ク□ス集計 (男女別の集計など)の表については、分析軸の項目の後に‐(n) として、各項目の回答

者数を表記しています。

○クロス集計の分析軸となる項目に「無回答」がある場合は表示してし、ません。よって、「全体」の

数値と各項目の和が一致しない湯合があります。
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第 2章 一般向けアンケート集計結果

1. 回答者の属性

【性 別】 【年 齢】
無回答
8,0% 0% 10% 20% 30%

一.・5 鑓
き

　
　　　
　　 　r- -1

17.7
1
- -」- ▲- ▲

ヒ 22.7
… -二 :二: ゴ

ー----"

ヨ 26,7

10,9

… -- ーー --
L
(醇 674)

16~19 歳

20~29 歳

男性 30~39 歳
43.3% 40~49 歳

50~59 歳

蕊 60~69歳

70歳以上

(n=674) 無回答

【職 業】
0% 10% 20% 30%

「ー▼'“ーーー-▼ー
1 26.3無職

公務・教育・団体職員等

　 　
. 王
」12.3

専業主婦(夫)、家事手伝い
農林漁業

I
商業・金融・サービス業 、 10.1

ーーーーーーー
「 9.3その他

工業・建設業 J 3.O

1 2.1学生
無回答 1.9 1

【居住地域】
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

▼情 ‐而而 "「---〒・
コ56.5鶴居市街・中雪裡・下雪裡・茂雪裡・支雪裡 　　　

　
　　　　　

　 　

‐L: :
下幌呂

中幌呂・支幌呂・茂幌呂・上幌呂・新幌呂 」11.1

一-- 17.3 1幌呂市街
中久著呂・下久著呂 ヨ4・0 1

▼
J I.9無回答

【居住年数】
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

弓13・25年未満
5~9 年

1O^49 年

20年以上

無回答

　 　
r 8,3 ‐ ,

-…- “一 1ユヨニヱー --三 一 ‐
ーー - .i 57.6-- - - -- ーーー▲ー ー"---- -ー‐' . ・

巨 ,2 1 ま 1 ー : (n=674)
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2. 鶴居村への愛書 .暮らしやすさ 1

(1) 鶴居村への愛着度

「たいへん愛者がある」 (45,7%) および「どちらかといえば愛着がある」 (38.7%) の合計は

84.4% となっている一方、「どちらかといえば愛着はない」「全く愛着はない」の合計は 3.6% で

非常に少な<、村民の鶴居村への愛着度は非常に高いといえます。

問2 あなたは、鶴居村に愛着を感じていますか。(1つに○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ー45.7▲ー -- - -“
:-
- - 】-" 】.←-一一----------▲. - . - .- -一ムー-- " t

1 38,7
　 　

たいへん愛着がある
どちらかといえば愛着がある

111,7

‐1 3,o- - - ◆

i o.6 1

どちらともいえない
どちらかといえば愛着はない

全く愛着はない

無回答 0,3 1 …

(2) 鶴居村の暮らしやすさ

鶴居村の暮らしやすさは、「とても暮らしやすし、」 (30.0%) 、「どちらかといえば暮らしやす

い」 (47.6%) の合計が 77.6% となっています。一方、「どちらかといえば暮らしにくい」 (5,6%)

と「暮らしにくい」 (1.3%) の合計は 6,9% にとどまってし、ます。

問3 あなたにとって、鶴居村は暮らしやすいですか。(「つに○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

0.3
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(3) 鶴居村での居住理由

鶴居村での居住理由は、「自然環境が良いから」が 60.7% で最も多く、次し、で「地域に愛書があ

るから」 (31,8%) 、「自分、配偶者の生家だから」 (30,9%) と続いています。

間4 あなたが鶴居村に住んでし、る理由は何ですか。(3つまで○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
ーーー ー ▼r ▼
1 60,7自然環境が良いから

地域に愛着があるから
自分、配偶者の生家だから

親や親戚が近くに住んでいるから
子どもを育てる環境が良いから
周りの人がやさしいから
通勤・通学に便利だから

インフラ等の生活基盤が整っているから

,「山 , ▲
　

　 　
--‐ 1 :
1 30.9 1

1,一二 :=318

一
』 14,8

1 . . i :
- 14,4

}▼▲

.(.′.

----1二 一二=:::: こ
】
:-
… -

ー

1 30.9

‐-- - --- 1 = :
,13.8

　

ゴー1,7
‐L
きn,3
　ー-「ー「『【-I
il9.8ー--▲,一.i

家賃が手頃だから ー--- 」 5.5
」 1,2

(n=674)

(4) 幸福感 (豊かさ)とは何か

幸福感 (豊かさ)は、「心身の健康」が 61.6% で最も多く、次いで「恵まれた自然」 (43.2%) 、

「円満な家庭、家族の団らん」 (37.2%) が続いています。

問5 あなたにとって“幸福感 (豊かさ)“とは何ですか。(3つまで○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

弓 61・6
… --

1 1 ‐ 一‐「
- ----r- - i 61.6

1 43.2 i

1 37.2 1

-- … --
ヨ
ー 、 --二 二二:: ニコ 32・6

1
一 -- ‐ T 」 23,0

一 19.3 :

ヨ 16.9

,15.4

-」 11.4

1 10,1
・
1,o・

(n=674)
i o.6

l

,

1---
- T 」 23,0

一 19.3

ヨ 16.9

,15.4ーー-…---“--ーー

-」 11.4

1 10,1

:JLO
i o.6

ーーー

ー
J

:JLO
i o.6

心身の健康
恵まれた自然

円満な家庭、家族の団らん

友人や地域での恵まれた人間関係
時間的なゆとり

充実した余暇や趣味、教養
充実した衣食住
便利で快適な暮らし

働くことの喜びや社会への奉仕

収入や資産の多さ
その他
無回答
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3. 鶴居村の取り組みについて

(1) 現状の満足度

鶴居村の現状に関して「満足している」「やや満足」の合計でみると、「①自然環境」力

で最も満足度が高く、次し、で「⑧上水道の整備状況や水質」(78.5%) 、「②道路の整備」(了

「⑨生活排水処理」 (76.7%) が続し、ており、生活インフラの満足度が高くなってし、ます。

問6, 鶴居村の現状と今後の取り組みについておたずねします。

1) あなたは、鶴居村の現状について、どの程度満足していますか。それぞれの項目につし、てあ
てはまる番号 1つに○印をつけてください。

100%0% 20% 40% 60% 80%

3.4

騒 擾爽 1 ‐二寮 せ -と 三』璽 1 娩 ,7 11 11,9 14,61 4,2

騒副 145 1 36.9 1 23.o l 14.2 14.9

ドニ 聾 覇 .1.1 39..6 .、、i23,6 1 9.I Pれ6
テー二三-'捌 き

ー′
1 37,7 1 35,5 巨414.6

証 言塁毒慧キー 華 34,o
,「 -1▲

1 34,9 15.叶 f5.5

鎧 二言蒔き .i 32,3 1 32.o -7,313.叫6.1

-EF ÷ ↑
ー r r--:]

32.6 ト .l il.6 2額 5.8
ー

IE享受ミキー - 尋 3,1・8 1 14・1 2フ
,‐
ー

4.9
.
i

1);;- ‐
1・ r
一幸」〆
:
』 36・5 17.7‐
r

l 」 14.9▼5.2
′^

,
fM
「 38,o ,.- コ 28・6 戸・李 4,9

臨行 繕歪- 1 27,7
r1

40.9
,15,2
形 ,5

勇塾塾 コ 28.8 一 34,o l12,5 14,915.8

擬霧 15,1 1 27,3 1 28.5 1 .19,1 14,7

謡※ 二聾鱒二＼キギ這 総 gf 1 24,3 14.司
・
T4,9

に鱗 罰 27.2 1 28.5 ー 21,4 1 9.2 14,2

建 墓鱒二≧ 3・‘2
‐
1 39,2 18.5 P44.9

さ寺聾喜,fil1 27,6 38.4 1 9.2 ー4二71‐7,7

ト テニ謝 懲 ,詳 -頭註
r----

「 32,6 4お「7.4

だ纏麹 .1 23,6 1 40,4 8.216,11 8.5

醒羽 168 1 49.3 1 15.o {6.218,o

E轍鎚 23;7 「 53.o 15畔キ.総,o

≦豊醇 ,蓬 3蛸
一
1 36.6 110,7 中 3177,9

滋縄 節41 42.3 1 23,6 1 116 1 7ユ

壁睦蟹 23,9 1 46.1 18,5 i4.717.7

鞭馨愛書 20-5 1 46.9 12.6 f4,218,o

調樽聾者 ‐ 25,5, 尋 47.8 9・3 キーP7,3

鰯 鴨 藤 ・,1 82,・&
-"'
蓬 39.o 15,可 f 8.o

闘藤躍 っ"三 二 遷 51,9 18.2 P.オ 7.6

服輝埴 主隣4 ‐一 53,4 1 1I.9 14.217.0

①自然環境

②道路の整備

③バスなどの公共交通機関

④情報・通信

⑤交通安全対策

⑥防災対策

⑦村営住宅や宅地の整備

⑧上下水道の整備状況や水質

⑨生活排水処理

⑲ごみ・し尿の処理対策

⑰ごみの減量化やリサイクル、省エネの取り組み

⑰公害対策

⑲公園や広場、子どもの遊び場

⑩日常の買い物や娯楽

⑯保健対策

⑩医療機関の充実

⑰高齢者や障がい者等の福祉

⑫保育サービスや子育ての支援

⑩小中学校などの学校教育

⑩高校生の通学支援

⑰商工業の振興

⑫農林業の振興
◆⑳観光・イベントの振興

⑭雇用・就業の場の確保

⑳移住・定住対策

⑳スポーツ活動・施設の状況

⑰生涯学習・文化・芸術などの施設、事業

⑳広報・広聴活動や情報化の取り組み

⑳むらづくりへの住民参画・協働

⑩むらづくりを担う人材の育成

園満足している 図やや満足 口どちらともいえない 口やや不満 口不満 □無回答
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(2) 評価点による満足度評価

評価点による満足度評価を平成「9年度に実施された前回調査と比較すると、グラフの概形はほぼ
同じですが、今回調査は全体的に前回よりも大きな形となっており、満足度が高くなっている項目が

多いことがわかります。
「自然環境」「上下水道の整備状況や水質」「生活排水処理」で満足度が高く、「日常の買い物や
娯楽」「雇用・就業の湯の確保」「バスなどの公共交通機関」で満足度が低くなっています。

①自然環境
⑬むらづくりを担う人材の育成 ②道路の整備

⑩むらづくりへの住民参画・協働 . ③バスなどの公共交通機関

⑳広報・広聴活動や情報化の取り組み / ④情報・通信

⑰生涯学習・文化・芸術などの施設、事業 ＼ 「 / ′ ⑤交通安全対策
＼

＼

、
、、

、
・

＼、,
＼

¥
…

.ノ

′

ノ

ノ

/

/

⑳スポーツ活動.施設の状況 、 、 ＼ ＼,i { ノ .⑥防災対策　 　 　 　 　 　、.、、 ＼ ＼ t ′
メノ
′

　　　 　 　 　　
⑯移住・定住対策 ~ %. ・＼ .. ＼ 、、、、",T 7 メワ / ノ

ノ
ー ⑦村営住宅や宅地の整備

-- 蜘- 榊.-- ＼~≧
、
.ズ -お き;々い ノダー 盃-- 繍 -- 旧軸 赫

雇用・就業の場の確保 -- 一
途 き
り
孝三←に
‐二′‐.◆.・.. ----◆W 琢 卿 楚傭船冗や爪買

⑩ 観光 .イベントの振 興 --一 /

“

つ き 押さ、ご :
、
こ

‐

ニト‐‐‐‐‐‐‐‐‐.‐~‐ -- ⑨ 生 活排 水処 理

⑰農林業の振興 一
′/
“
ノ
ノノ

i;N 、

⑩ごみ .し尿の処理対策

　 　 　 　

⑰商工業の振興 //
メ
ノ
ノ
1 ＼＼

＼

・
・⑪ごみの減量化やリサイクル、省エネの取り組み

ノず
;ミ
ノ
ノ酵 ごと・メ、

、、
趨

⑳高校生の通学支援 , ′

⑱小中学校などの学校教育 ⑲公園や広場、子どもの遊び場

⑩保育サービスや子育ての支援 ◆ ▼ ⑭日常の買い物や娯楽
⑰高齢者や障がい者等の福祉 ⑮保健対策

「⑳高校生の通学支援」およ
び「⑮移住・定住対策」は今
回調査で追加した項目のた
め、評価点を○,0とした。

⑯医療機関の充実

--- 前回調査 (HI9年度)1 - 且 ‐ 今回調査(鵬年度)1

※満足度の評価点 (加重平均)の算出方法

「満足している」の回答者数 × 「0点

「やや満足」の回答者数 × 5点

評価点 = 「どちらともし、えない」の回答者数 × ○点 ÷無回答以外の回答者数

「やや不満」の回答者数 × -5 点

「不満」の回答者数 ×-10 点
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(3) 今後の重要度

今後の重要度は、「重要である」と「やや重要である」の合計でみると、「①自然環境」が 82.5%

で最も重要度が高く、次いで「⑲医療機関の充実」 (76.9%) 、「⑧上水道の整備状況や水質」「⑯

保健対策」 (ともに 75.5%) が続し、ています。

問6 鶴居村の現状と今後の取り組みについておたずねします。

2) あなたは、鶴居村の今後の取り組みついて、どの程度重視していますか。それぞれの項目に
ついてあてはまる番号 1つに○印をつけてくださし、。

80% 100%0% 20% 40% 60%

喉 豚 ・-; ÷ : ・r11 ハ
.
樽製蕎‐ミ ニー善 三 r緊 ご 「…坪刊』 -鳩 息 ---.--脇 川 1 12.3

33.i 1 8.8 3.7『
′
ロ .5

亘 32・o l 15.4 4梓‐′・・.9▲.
二 一一 ,

ヨ ・.- " ▲
,‐.r「 -・'1

一
1

36.9 ,1 14・1 土鼻U‐411.6
一◆…""r‐t "・ 一,1 1 ^ つ"ー

1 30.o ,1 17,8 1.葛
.}
・2.o

ー
- - J 1 1 ^ ^

‐ 茸 28,8 ‐‐1 12,6 蓉
・v
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」山ー 」 ー ー 1 "-- 」 - -1
34,4 21・8 1寺 r ・3・4

L 「 J.L▼
11
・
11 22,ブ

ー一
110.2 紺

・4 ・2.8
▲
;. -

′
-『" 1 ,‐ 十・, . ^ '

21,7 111,4 4ギ
ー
・2.8

28.2
‐
1 12.o 嵯 0・312.6

] 3O.1 1 15・6 d駆・
-12
・5- ▲

‐・,- 「 1 1 ま0.7
r
▼ 1---

i
25・7 1 22,1

翻

v12,8

下 r ;愛 --≠-:
‐
1 36‐6 1 20,2 1#

“
13.4

:÷
-
-

,'- ー
34,4 ー

1
ユ7,8

幸弓lv

・vll
‐7

r'. ; 27・9 」 ・0,5 4#
…
.2,2

24,3 110 ・2 4虜
.▼
n4み▲; .〕-- --′ご◆〕. 『 ▲t ・ ー ・

r ・ ' 1 1 .
当 ・
r

- ▲ キ 27・9 1 ュ4・5 4砦O‐7・2.5{ ▼中 r 一
一 ー 1 ‐
-- 1 23.4 」1 15,1 4.ザ・1 ・4・2

22.o l 14・4 4,衿U
‐
oュ3・5

1 26,9 .-- ,1 18.8 増
U・314,1

32・8 1 23ユ キザコ・3.9
ー

1 26.3 1 26,o d#.
ー
13.8

▲-
- r

・ ー 1 1 4 ^

7 36.1
‐
i 20・2 4‐貫

.v
・3,9

一 .‐- -,, ‐ 一一‐「J‘,--"" .,
、

‐ , ‐̂3▲ ー 、‘.ー▼

1
23.9, ‐

1
16,2

灘
J13.2

ヒ--.------. 1 」 1 ′. ・ - - -

:r:: 三 鍵 4を 1
‐ ・
30.4, 1 24.3 キ幸r・v13.6

32.6 1 29.5 日 「
・v13.9

1＼…÷連 瞳 4 35.2 1 31,9 回す・U13.4←L .・
‐
・
' 」 ・ 1 ・ , . ・"1 ^ ^

総 ≧頚燕 ぎ
1']

‐3‐6,4 1 27‐2 . 報
U・コ
B.6

-岡 豊 饗艇 .二言 307 1 29,2 1を1ド 13‐5、
キ
ー
ナ ー - ‐ - ← 、.' -

'

,闘 欝 躍す豪勢 ?ゞ;iすぎ一喜 お ニキ 21.8 1,d『 12,8,2.7‘4.,

①自然環境

②道路の整備

③バスなどの公共交通機関

④情報・通信

⑤交通安全対策

⑥防災対策
⑦村営住宅や宅地の整備

⑧上下水道の整備状況や水質

⑨生活排水処理

⑲ごみ・し尿の処理対策

⑰ごみの減量化やリサイクル、省エネの取り組み

⑰公害対策

⑱公園や広場、子どもの遊び場

⑯日常の買い物や娯楽

⑮保健対策

⑯医療機関の充実

⑰高齢者や障がい者等の福祉
⑲保育サービスや子育ての支援

⑲小中学校などの学校教育

⑳高校生の通学支援

⑰商工業の振興

⑰農林業の振興
⑳観光・イベントの振興

⑩雇用・就業の場の確保

⑳移住・定住対策

⑩スポーツ活動・施設の状況

⑰生涯学習・文化・芸術などの施設、事業

⑳広報・広聴活動や情報化の取り組み

⑳むらづくりへの住民参画・協働

⑲むらづくりを担う人材の育成

■重要である囲やや重要である□どちらともいえない□あまり重要でない□重要ではない□無回答
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(4) 評価点による重要度評価

①自然環境
⑩むらづくりを担う人材の育成

⑩むらづくりへの住民参画・協働

⑳広報・広聴活動や情報化の取り組み

⑰生涯学習・文化・芸術などの施設、事業

⑳スポーツ活動・施設の状況

⑯移住・定住対策

⑩雇用・就業の場の確保

⑩観光・イベントの振興

⑰農林業の振興

⑰商工業の振興 ′ /

⑩高校生の通学支援

⑲小中学校などの学校教育

⑱保育サービスや子育ての支援
⑰高齢者や障がい者等の福祉

.・、、、、.・‘、、、、、.・、、

　
　
　
　
　
　
　

.・..′‘.・.▲;
.ノ′

▲;'ー}′

.t.ー;
.◆.・・.・..・.

↓
・

ミ
導
者

ノノ
ノ
//
′

⑯医療機関の充実

②道路の整備
③バスなどの公共交通機関

　 　　
＼ ＼ 、・

④情報・通信

⑤交通安全対策

⑥防災対策

⑦村営住宅や宅地の整備

⑧上下水道の整備状況や水質

⑨生活排水処理

⑩ごみ・し尿の処理対策

⑰ごみの減量化やりサイクル、省エネの取り組み

⑰公害対策

・ ⑯公園や広場、子どもの遊び場

⑭日常の買い物や娯楽
⑮保健対策

1 一 前回調査(鵬 年度) - 今回調査(日28年度)1

評価点による重要度評価を平成 19年度に実施された前回調査と比較すると、重要度が上がった上
位3項目は、「道路の整備」「広報・広聴活動や情報化の取り組み」「日常の買し、物や娯楽」となっ

ています。一方、重要度が下がった主な 3 項目は「公害対策」「ごみの減量化やリサイクル、省エ

ネの取り組み」「村づ<りを担う人材の育成」となっています。

「⑳高校生の通学支援」およ
び「⑮移住・定住対策」は今
回調査で追加した頃目のた
め、評価点を○,0とした。

※重要度の評価点 (加重平均)の算出方法

評価点 =

「重要である」の回答者数

「やや重要である」の回答者数

「どちらともし、えない」の回答者数

「あまり重要でない」の回答者数

「重要ではない 」の回答者数

X IO 点

× 5点

‐

ー

× ○点 ÷無回答以外の回答者数

× -5 点

×-10 点

「O



(5) 今後力を入れるべき施策

村の各項目についての満足度と重要度に関して偏差値による分析を行い、改善度を算出しました。

この分析によって、今後力を入れるべき施策として改善の必要性が高い上位項目を抽出したところ、

「雇用・就業の湯の確保」「医療機関の充実」「バスなどの公共交通機関」「日常の買し、物や娯楽」

の優先度が高くなってし、ます。

【満足度と重要度の相関】
80

満
足
度 m
偏
差
値

⑪ごみの減量化やリサイクル、

省エネの取り組み

＼

書き轡⑩公園や広場
整⑧備上踊躍 &
「 ①弓警威

キー
＼
⑳観光,イベント 子どもの遊鯛

働への三豊ノだ霧振

饗豊キ外套
′ ⑰商工業の振興

,‘;:欝 ----

セ⑰高齢者や障がい者等の福祉
・÷⑩保育サービスや子育ての支援

翼 高校生の通学支援

◆⑯医療機関の充実
りを担う
奇成

繁箇蓋藁潔.

20 ′

20 ・ 50 80

重要度偏差値

改善の優先度が高いと思われる項目 改善の優先度が低いと思われる項目
⑩雇用・就業の湯の確保
⑱医療機関の充実
⑧バスなどの公共交通機関
⑭日常の買い物や娯楽
⑲保育サービスや子育ての支援
⑳高校生の通学支援
⑩むらづくりを担う人材の育成
⑰高齢者や障がい者等の福祉
⑥防災対策
⑰商工業の振興
⑲小中学校などの学校教育
⑯保健対策
①自然環境

⑰農林業の振興
⑲ごみ・し尿の処理対策
◎生活排水処理
⑩公園や広場、子どもの遊び湯
④情報・通信
⑬観光・イベントの振興
⑤交通安全対策
⑧上下水道の整備状況や水質
⑪ごみの減量化やリサイクル、省エネの取り組み
⑮移住・定住対策
⑰公害対策
⑲むらづくりへの住民参画・協働
②道路の整備
⑩スポーツ活動・施設の状況
⑦村営住宅や宅地の整備
⑬広報・広聡活動や情報化の取り組み
⑰生涯学習・文化・芸術などの施設、事業
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4. 今後のむらづくりについて

(1) 鶴居村の将来像

今後、鶴居村がどのような村になってほしいかは、「自然と共生する美しい村 (自然が豊かで、環

境にやさしい村)」 (57.3%) 、「健康で安心して暮らせる村 (保健・医療や福祉が充実した村)」

(55.0%) が他を引き離して上位回答となっています。

問7 今後の鶴居村の姿を考えるとき、.どのような村になってほしいと思いますか。

(3つまで○印)

70%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1 57,3
ムーー ‐

1
1
一----

「
▲▲ --

十

▲
1
- ー ◆

1
1 T---〒 」 55To

,
ー

J38.7 1 ,
一 平------

↓
- --- 圭 ー 1
▲
37,1

　

　

　

　
　

-
-
【

ー

-

7

　
　
　

　　　　

　
　
　

　　　　

　　
　
　
　
　
　

『

,

一

▲

-

」

　

　
　
　

　

　

自然と共生する美しい村(自然が豊かで、環境にやさしい村)

健康で安心して暮らせる村(保健・医療や福祉が充実した村)

便利で快適に暮らせる村(生活環境が整った村)

農林業や商工業などの活力ある産業の村
(経済的に豊かな村) 1 I J I

1 -------LF J1f34,o

　　 　　　 　
　

」 17.5

生活していて安全な村(事故や犯罪、災害などが少ない村)

多くの人が訪れる観光・交流の村

i17.2

　 　 　 　
----Ti ll・6

ま

住民同士のふれあいが豊かで、郷土への愛着が高い村

教育・文化・スポーツなどが充実した村
(生涯学習に親しめる村)

--【 「 * *
皇6・8
-":"▲

重 幸
i

亀4・o

再生可能エネルギーの利用を促進する村

情報化や通信機能などが発達した村

　 　 　

一3.3 (n〒674}

-

ー

‘‘.・1・一・'Ji.1.▲.・1‘.・・.ー▼...▼.'.・1.1.・・...・

【その他内容】
・女性が子育て、仕事がしやすい村 (7)
・人を大切にする村
・若い世代が活躍できるよう古い考えを継続することを改めてほしい
・一体感がある村
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(2) 産業振興で力を注ぐべき分野

間8 鶴居村の産業振興について、特にどの分野に力を注ぐべきだと思いますか。(3つまで○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

農林業(酪農後継者の育成、技術の向上、
新たな分野の農業づ〈りなど)

地域物産や特産品などの開発・振興

商業(店舗の維持・拡大、サービスの向上など)

異なる分野の連携・協力による産業の振興
(観光と農業、福祉と教育など)

観光・交流関連産業 (観光サービスの向上、
交流人口の拡大など)

6次産業化の促進 (生産・加工・販売への一体的取り組みなど)

情報、福祉など新たな産業の誘致、育成

工場や事業所などの誘致

創業や起業への支援

製造業や建設業(経営安定の促進など)

【その他内容】
・6 次産業化後の販促。 PR 手法の指導。アンテナショップ等によるサポート
・農、工業、高校を誘致し、全国から学生を集め、人技金の向上
・人材育成に係る情熱ある指導者の開発に蓄財を
・大学の誘致、研究機関の誘致、本社機能の誘致
・鹿の皮を使用 (工芸)。農業地における商い、軽飲食など。
・エネルギーの地産地消。再生エネルギーの利用
・規制緩和。農業地域における小規模商業、許可
------ ゼ ー--三 一 --"--"---------------" ミ ー---------------"---------------- …

」
119,6

t

,
.:.・..◆,.・..・..;◆

i 18.8

- - .:

8.9

雪5.6

1 1

1,5 1

13.o i (n=674)

=------ , , …

31.5 1

i

ー ー ‐

1,
I

31.3

1,26.9
‐▲----- ▲r ‐"-

三

.

・ l

i

-----:-
: 二二 皿一 26,6 喜

　 　
125
　

125.7

産業振興で力を注ぐべき分野は、本木の基幹産業である「農林業 (酪農後継者の育成、技術の向上、

新たな分野の農業づくりなど)」が 60,8% で突出しています。
次いで「地域物産や特産品などの開発・振興」 (31,5%) 、「商業 (店舗の維持・拡大、サービ

スの向上など)」 (31.3%) と続いています。
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(3) 観光・交流振興で重要なこと

間9 鶴居村の観光・交流の振興に向けて、どのようなことが重要だと思し、ますか。

(3つまで○印)

自然や草地など美しい景観の保全

宿泊や物産販売、飲食などができる場の充実

観光客を引きつける、観光拠点の整備

農林業などと結びついた、体験観光の場や企画の充実

地域の素材を活用した特色ある料理、土産品の開発

鶴居村らしいイベントや交流企画の充実

トイレや駐車場、休憩所などの整備

道路の整備やバスの便など交通条件の向上

村外に向けた観光PRや観光情報の充実

観光案内板や道路標識などの整備

来訪者へのサービス、接遇 (もてなし)の向上

(村の周辺も含め)観光ルートの設定・宣伝

(観光・交流の資源として)地域の歴史、文化の活用

------ ----ー“ーー“---.- --- -----"""- ---ーーーーーーー--ーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー.
　

【その他内容】
・村民が利用しやすいこと
・サイクリング□- ド
・住民と観光客が触れ合える湯があると良い
・本州の花粉症、酷暑シーズンのピンポイント逃避滞在PR 1
・糞尿のにおい対策を早急に実施してくださし、
・鶴居は多くのバスがあるが幌呂にもほしい
・ガイドの育成・足湯・鶴居市街メインストリートの再整備 1
・富良野のラベンダー畑みたいな観光庭園づくり ‘

139.2
　 　

1 27.6

　

ー--------・"L---- --

‐ ーーーーー=ーーーーーーーー

--」 25.5
一 .. t

1 22,O
ー1ー- …- --- ' -ト

i21.2
テ ー----‐:- ÷ヒ

ー 21.1
‐」- ---- - ii

」

1 20,3
　

13.61

1,6.5

';6.1

　　　

1 5,9

,4.5 ≦

1 3,4
ー“-・

‘ 1,8

鶴居村の観光・交流振興に向けて重要なことは、,「自然や草地など美しい景観の保全」が 49.1%

で約半数、次いで「宿泊や物産販売、飲食などができる湯の充実」 (39.2%) が続いています。
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5. 少子化対策について

少子化対策として力を注ぐべきことは、「保育時間の延長や未満児の受け入れなど、保育サービス

の充実」 (45.1%) および「出産、育児、保育、教育などの経済的負担の軽減」 (43.6%) が他を

引き離して多くなっています。

問「0 少子化対策として、今後どのようなことに力を注ぐべきだとお考えですか。(3つまで○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

保育時間の延長や未満児の受け入れなど、
145.I

…
; .

---- ---T"""" ▲.

ー ▼- ー一

143,6
"-- ▲

1 f

一ム

ニ

--:

一二ニニ
「

キ

ー---

一 28,6
」」ーーーー一

三 -

-- ------1t
…

-1
27.3

保育サービスの充実

出産、育児、保育、教育などの経済的負担の軽減

小学生などの学童保育の充実(放課後児童対策)

子育てを助け合える地域の支援体制づくり
-- - --- L ‐ ------ 1 ,

,121.7

T --… ----
20,8

結婚・出産支援事業の充実

安心して子どもが遊べる公園や遊び場の充実

労働時間の短縮や育児休暇の普及など、 --- -1 ,

1 13.5
雇用労働条件の改善

三12・2

----」 「

i ll,3

　 　

ヨー0‘4

子どもを産み、育てやすい住宅の供給

男性の家事や育児への積極的な参加・協力

子育て世代の親同士が交流できる機会の充実

出産や子育てに関する相談指導の充実
　 　 　
一 5.9

;3.1

:: コ 7.』 i (岡 74)

【その他内容】
・先に、働き世代支援を考えるべき
・夫婦が村外勤務だと希望の保育施設を望めない。
・相談に行っても納得できる返答をもらえない。
・少子化を前提としたむらづくりも重要と考えます
・スポーツ環境の充実
・障がいのある子どもに対するサービスの充実
・村内における未満児の医療の強化
・全国からシングルマザーを募集し、雇用、育児、教育、医療等の充実
・対策の必要はない
・子育て世代を甘やかさなし、こと
・村全体で子どもたちの心と体の育成に力を入れるべき
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6. 高齢福祉について

(1) 老後の不安

老後の不安は、「大いに感じている」が 28,9% 、「少し感じている」が 47.2% 、「感じていな

い」が 18,5% となっています。

問「1 老後 (または現在の老後生活)に不安を感じていますか。(1つに○印)

無回答
5.3%

じていない 大いに感じてい
18.5% 28,9%

(n=674)

(2) 老後の不安の内容

老後に不安を感じている人のその内容は、「家族やご自身の介護の問題」 (56.1%) および「心

身の健康の問題」 (53,4%) が突出しており、次いで「生活費の問題」 (38.0%) が続いています。

問 1「付間 間「「で「大いに感じている」「少し感じてし、る」と回答した方におたずねします。

不安を感じることは何ですか。(2つまで○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

÷ 56.1- -
÷1÷ ::::=-: 二 ----◆ -

i 53.4
-ニ ーニ 1 ‐ -- 十二ニ ニ ;

ー
ー
ー一
rh
‐ーー‐

‐---r-----:-[Gao l

ー
-
---
LI
鵬

1
l

i9.9

"

"
=

ー

ー

↓

"
『

--

」

家族やご自身の介護の問題
, 心身の健康の問題

生活費の問題
仕事の問題

家や家族(跡継ぎ)の問題
生きがいや趣味の問題

-F
7.2

　 　
0,4 1

…【その他内容】
・通院等の交通手段 (6) ・老後の除雪
・充実した医療機関がなし、(5) ・時間のゆとり
・生活全般への不安 (4) ・墓のこと …
i .近隣世帯の同時高齢化 .独居老人、孤独死 i
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(3) 高齢福祉で力を注ぐべきこと

問 12 高齢者の福祉と生きがし、を高めていくために、

いますか。(3つまで○印)

老人ホームなど入所施設の充実

寝たきり、一人暮らし高齢者世帯を支える
住宅サービスの充実、人材の確保

高齢者向けの医療や保健対策(健康づくりや
介護予防など)の充実

一時的に高齢者を受け入れてくれる施設の充実

高齢者の能力を活かす生産活動や雇用機会の充実

釧路市内の高齢者住宅・介護施設等への入居・利用の連携

レクリエーションや学習・スポーツ・趣味活動など
高齢者の余暇の充実

高齢者の能力を活かすボランティア活動の充実

高齢化や障がいに配慮した住宅、地域の環境づくり
(段差の解消、手すりの設置など)

高齢社会を支えるボランティアの確保、育成

高齢者と幼児、青少年などのふれあい交流の促進

高齢者の組織活動の促進

今後どのようなことに力を注ぐべきだと思

L ー

L--
一 31.6

T 」

T

1 … ー-- 」「

　 　

1 23,9
1
- --- 一

丁
- 一

‐」 20,9

　
14,21

ー-一 冊 」←-
+

　
1 12.6

- 1

王:9,5　
　
　

　 　
　

1 3.9

「 3,7

ーーr- 【 『「

47,2

　　　　　

i 40.8

(n=674)

【その他内容】
・24 時間体制の医療対応、介護対応
・交通手段、移動時のサポート (3)
・高齢者の雇用の湯を作る

高齢者の福祉と生きがいを高めていくために力を注ぐべきことは、「老人ホームなど入所施設の充

実」が 47,2% で最も多く、次いで「寝たきり、一人暮らし高齢者世帯を支える住宅サービスの充実、

人材の確保」 (40.8%) 、「高齢者向けの医療や保健対策 (健康づくりや介護予防など)の充実」
(31.6%) が続いています。
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7. 外出時の移動手段について

(1) 外出時の移動手段

1 村内 餅 いずれにおいても「自家用車 (自分の運転)」が外出時の主な移動手段となっています。 1

問 13 外出時の主な移動手段は何ですか。(それぞれ「つにOEP)

【村内の移動手段】

0% 20% 40% 60% 80%100%

1.21 (n:674) 　
　
　 　 　　　　
16.1

【村外の移動手段】

0% 20% 40% 60% 80%100%

自家用車(自分の運転)

自家用車(家族や知人の運転)

(2) 外出の目的

問「4 外出の主な目的は何ですか。(3つまで○印)

趣味・レジャー

通勤・通学

友人に会うため
習い事・教室

老人クラブへの参加

通所サービスの利用

i .

1 --一 一一「r…[
「 40.1

-
剛 ---- 一 ‐1"- - 1

≧32.2 …

-, 甲 ,『 ,,

ゴ

ー9・6 1

　　　　 　 　

〉〉)〉〉〉)〉〕),、、.・1.
!;≠≠
±;±;

ニニコ 5.6

」 5,5ー
.

1,0 1
　 　
:1,3 1

　 　
1 ま
　

　

　　　　　.+

4.5

o.71

ず
1 72.3

　　

(n=674)
.◆
,.◆.:◆ー.ー

…【その他内容】
・子どものお迎え (7) ・仕事で使う (7)
1 .親族に会うため (7) ・ボランティア (2)

外出の目的は、「買い物」が 89.6% で最も多く、次いで「通院」

(40.1%) と続いてし、ます。

(49.4%) 、「趣味 ・レジャー」

18



(3) 外出時に因っていること

間.「5 日頃、外出する際に困っていることはありますか。(3つまで○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

.・..・

自動車の運転をやめたいが、他の移動手段がないので 調 柵冊『
116,o

紗慮 轟沈為醐 .仰計 --「--
J 13.1

・
もう少しこまめに外出したいが、回数を制限している

家族や知人に送迎をお願いするのは気がひける

自由に移動できないため、外出に誘われても断ることがある

パスを利用しているが、家計への負担が大きい

(4) 移動に関する将来の不安
r-.----------------------‐‐‐--柵‐‐.一--.-- “-------"-.--------‐‐‐--‐‐‐"‐‐… ---------- ‐‐‐‐1間.---.-.-.----.--榊----‐‐--.11---‐‐.一"""----.--------▼---------H-H ‐--.------------.!

…」-髭副三園-k工の燭塞圏三--[西案盤ある↓毎回篭 た-△壁-ヱ豪農滋占多数を占めていますo

問「6 移動に関して、あなたは将来の不安はありますか。(「つに○印)

無回答
2,4%

不安は
ない
18.2%

不安が
ある

外出時に「困っていることはない」が約半数の回答となっていますが、因っていることの中では「自

動車の運転をやめたいが、他の移動手段がないのでやめられない」が 16.0% で最も多く、次いで「も

う少しこまめに外出しだいが、回数を制限している」 (「3.1%) が続いています。

「9

(n=674)
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(5) 移動に関して不安を感じる内容

移動に関して「不安がある」と回答した人の不安の内容は、「高齢になった時に自家用車の運転が

不安」が 79.8% を占めており、次いで「冬道の運転が不安」 (46.5%) が続いてし、ます。

問「6付間 間 16 で「不安がある」と回答した方におたずねします。不安を感じるのはどのよう

なことですか。(2つまで○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
【一ーー▼ー ーr"ー.一"-……▼.M i

; 79.8高齢になった時に自家用車の運転が不安
"-------1 「-L ニ て : 一丁

二戸 .三
-;--!-- 一 ;

冬道の運転が不安

21.5 1利用できる公共交通機関がなくなるかもしれない

家族や知人に送迎をお願いしなければいけなくなる

公共交通機関の利用は家計への負担が大きい

　 　　 　 　 　 　

-16.6 1
1　

　　　　　 　 　

(n=535)

1 … . 圭
12.1 ◆- . !
-1 1

1 ±
0,4 1 1 1

ーーーーーーーーー---------------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー1

【その他内容】
.事故 l
・バスの本数が少ないため、時間の制約を大きく受ける
・運転ができなくなったときどうすればよし、か
・買い物等の移動手段
・病気の時などの移動手段がない

(6) 路線バス利用頻度

路線バスを「利用してし、ない」と回答した人が 85.2% を占め、「年に数回」以上路線バスを利用

している人は 12.7% にとどまってし、ます。

問「7 路線バスの利用頻度はどれくらいですか。(「つに○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

　　　
　

　 　 　 　 　 　週に4~6 回

週に1~3 回

ほぼ毎日

月に数回
年に数回

利用していない

l o.9 . I
」
」」1
1
十
{
1
」1 7.6 E

ー ー--.------一1 85,2

‐‐ー 2.2
≠

茎 ,r (n=674)無回答
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(7) 路線バスを利用していない理由

路線バスを「利用していない」と回答した人の理由は、「利用する必要がないため」が 72,6% を

占めており、次いで「使し、たい時間に運行していないだめ」 (22.1%) 、「運賃が高すぎるため」

(17,2%) が続いています。

問 17 付間 間 17 で「利用していない」と回答した方におたずねします。利用していない理由は

何ですか。(3つまで○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

2.8 (n=574)

ー

ー

r▼.【.ー‐・.・.ー,.ー,.▼.'.ー.一ー‐1ー.・ー.・''ー.・・.・・,.・..・・..・‐,.・..・▼'--,.・..・.--,

【その他内容】
・自分で運転できるから (44)
・バスの本数が少なすぎるから (3)
・バス路線が近くになし、
・乗り物酔いするから
・病気だから
・複数の用事を足せないから
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8. むらづくりへの住民参画について

(1) 参加しだいむらづくり活動

間 20 鶴居村では、村民の参画によってむらづくりが進められています。現在活動されているも

のも含め、あなたはどのような活動に参加しだし、(できる)と思いますか。(3つまで○印)

地域の自然を守り育てる《自然保護・愛護活動》

美しい村をつくるための《花いっぱい活動や清掃活動》

資源の無駄をなくし地球環境を守る ,
《リサイクル活動や省資源・地球温暖化防止活動》

高齢者や困っている人たちへの《福祉ボランティア活動》

各種イベントや祭りなど《村や地区の各種行事》

安全に暮らせるむらをめざす《交通安全・防犯・防災活動》

住民同士や来訪者へのあいさつ、親切に心がける
《明るい村づくり活動》
スポーツや保健事業への参加・協力など
《健康なむらづくり活動》

味覚・特産品の研究開発や産業技術の開発など
《特産開発、技術研究活動》
むらづくりの企画・研究や積極的な活動など
《むらづくりの推進役》

子ども会やPTA、健全育成組織などを通じた
《青少年育成活動》

体験活動の指導やホームステイ(民間宿泊)の
受け入れなど《国内外との交流活動》
郷土の歴史や文化を学び、後世に伝える

《歴史文化活動》

参加・活動する気持ちはない

ー --,------ 一- ---126,9

ー…------1

‐j23.0

ー----‐
1---
ー----

16,9

:
,16,8

--エー --

;14,2

　

111.4

　
,9,3

　
ーーー ー =ーー

1 7,7

i 5.0

,

ーーーーー▲▲ 」

キー.0

」 7,0

- -16,4

‐1- -

ー

122.7
1
i l9.6
i
119.o

参加しだいむらづくり活動は、「地域の自然を守り育てる《自然保護・愛護活動》」が 26.9% で

最も多くなっています。
また、「美しい村をつくるための《花いっぱい活動や清掃活動》」 (23,0%) 、「資源の無駄を

なくし地球環境を守る《リサイクル活動や省資源・地球温暖化防止活動》」 (22,7%) が続いてお

り、鶴居村の将来像をたずねた際の回答で多かった「自然と共生する美しい村 (自然が豊かで、環境

にやさしい村)」に関連する活動への意欲が高いと考えられます。
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(2) 村民意向がむらづくりに反映されているかどうか

村民の意向が村づくりに反映されているかどうかは、「まあまあ反映されている」が 43,5% で最

も多く、「十分に反映されてし、る」 (4.0%) と併せて 47.5% が反映されてし、ると回答しています。

. 方、「あまり反映していない」は 16.6% 、「一部の意見だけが反映されてし、る」は 13,9% と

なっており、合計で 30.5% が村民意向のむらづくりへの反映に疑問を持っている状況です。

問 21 あなたは、村民の意向がむらづくりに反映されているとお感じですか。(1つに○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1 4.O

一冊而而 一 一 43・5
-== ‐

T
- =
」 ÷
→ ‐ , r “- 帽-】▲=, .-

ーー------- i 16.6 .

十分に反映されている

まあまあ反映されている
あまり反映されていない

ヨ13・9ー部の人の意見だけが反映されている

そのようなことは考えたことがない 117,5

一品--1 4,5 (n=674)無回答

(3) 村民の声をむらづ<りに活かすために大切なこと

村民の声をむらづ<りに活かすために大切なことは、「村民と村との意見交換の機会を増やす」
(41,1%) 、「計画案への意見募集など、むらづくりへの提案の機会やしくみを増やす」 (38.7%)

が上位回答になっており、村民の意見を募集する機会をもっと増やすことが望まれていると考えられ

ます。

問 22 あなたは、村民の声を鶴居のむらづくりに活かしてい<ためにはどのようなことが大切だ

と思いますか。(3つまで○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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(4) むらづくり・地域に関してほしい情報

問23 むらづくりや地域に関するどのような情報がほしいと思し、ますか。(3つまで○印)

0% 10% 20% 30%

各種制度、手続きなどに関する情報

防災や消防・救急、医療など非常時に備える情報

健康づくりや病気予防、各種健診などに関する情報

村の政策や事業、予算などに関する情報

村や地区の行事、イベントに関する情報

公共施設やその利用方法に関する情報

生涯学習や文化・スポーツなどの各種講座
・教室に関する情報

ごみの減量化や省資源、リサイクル、環境保全に関する情報

子育てや子どもの教育、健全育成に関する情報

ボランティア、住民活動などに関する情報

村内の自然や歴史、名所などに関する情報

近隣市町村に関する情報

;30.0

1 1
L 28.6

‐▲▲ーーーL- -ー ◆ ー- - ーーー

1 1
1 26,9　　　　

　　
　
　　　 　 　　 　

　 　

1 , -
i 16.9
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1

ー
-

」 16.2

キ
ー
訂 ー

--r
二重‐::テー3.9

　 　- -----112.5

　　 　 　　 　
　i lo.8---

-------一丁 ,
‐
,

119.5

0.6 1

1 (n=674)
19.1

40%

むらづくり・地域に関してのほしい11青報は、「各種制度、手続きなどに関する情報」が 30.0% で

最も多く、次いで「防災や消防・救急、医療など非常時に備える情報」 (28.6%) 、「健康づ< り

や病気予防、各種健診などに関する情報」 (26,9%) が続いています。
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(5) 行政サービス・財政運営で進めていくべきこと

行政サービス・財政運営で進めていくべきことは、「住民にわかりやすく、効率的な組織・機構づ

< り」 (49.7%) 、「職員の資質・能力の向上、人材育成」 (42.3%) が突出しています。

問24 今後、行政サービスや財政運営で、役場が特に進めていくべき項目は何だと思いますか。

(3つまで○印)

。 60% -

49.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一 冊 -- ----“-- - - 1 「 ‐ :- 「
　住民にわかりやすく、効率的な組織・機構づくり -- ーーー‐ー----ー--‐

「

. コ 42.3

-- --L=-------=-- - - ー,

1 27,4

一… --- 二 - ---1 1

ー

1
ミ20,2

「」

,-

~182

1
ー = ー▼ーf=ーー「

115.7

職員の資質・能力の向上、人材育成

実施した事業の評価、見直し
(費用対効果の点検、評価システムの導入など)

村有地や公共施設の整理合理化、有効活用

住民参画による事業の検討、実施

助成金、補助金の整理、合理化

申請・届出など手続きの簡素化

情報化の推進による行政サービスの向上
・..・..it*

*≠*
≠

)イ..◆':
.
≠
.
≠
≠±;**

.:

.・..::...-.・ー:.・..・◆◆:
ーー-- 」 9.2

1 7.4

情報公開の推進

使用料・手数料、受益者負担の適正化

:5.8公共施設運営の民間委託

な 4 1
--i 7.o L(n=674)

【その他内容】
・紙媒体の整理、張り紙、全面禁止。
・役湯職員もっと明るく ! !つんつんしないで。
・村民の声を本当に大切に受け止めることが最優先。
・幌中と鶴中の統合。
・冬場の除雪による安全確保。
・目新しいことよりも必要な事を地道にコツコツと。
・挨拶等、笑顔でしてほしい。
・住民目線による公共サービスのあり方について。
・議会をネット配信。
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第3章 中学生向けアンケート集計結果
. ,.- 豊 ノ

章

回1. 回答者の属性

【性別】
無回答 0.0%

【学 年】
無回答 0,0%

3年生
34.6%

1年生
38.3%

女性
42.0%

男性
58.0%

2年生

27,2% (n=81) (n=81)

2. 愛書度と定住意向

(1) 鶴居村への愛着度

「どちらかといえば愛着があ‐る」 (43.2%) および「たいへん愛着がある」 (29.6%) の合計は

72.8% で鶴居村に愛着を感じている生徒が多くなっていますが、一般向けアンケート結果の 84.4%

と比べると 10 ポイント以上低くなっています。

問2 あなたは、鶴居村に愛着を感じていますが。(1つに○印)
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(2) 鶴居村での暮らしやすさ

鶴居村での暮らしやすさは、「とても暮らしやすい」 (44.4%) および「どちらかといえば暮ら

しやすい」 (30.9%) の合計は 75,3% で、一般向けアンケート結果の 77.6% とほぼ同じ結果とな

っています。

問3 あなたにとって、鶴居村は暮らしやすいですか。(「つに○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

とても暮らしやすい
-」- - 【 - -」「

ヨ 30,9

二二
÷ ÷ ニ 」

-i
メテ
ー ー▲

1.------T

I

T !

どちらかといえば暮らしやすい

どちらともいえない

どちらかといえば暮らしにくい - .7.4
「十 -

14.9 …

　
0.0 : i

(3) 今後の定住意向

今後の鶴居村への定住意向は、「鶴居村から出て、戻らない」が 32.1% で最も多く、次いで「わ

からなし、」 (30,9%) 、「鶴居村の外に出るが、戻ってくるつもり」 (29.6%) と続いています。

問4 あなたは、鶴居村に住み続けたいと思し、ますか。‐(1つに○印)

0% 10% 20% 30% 40%
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(4) 将来、鶴居村に居住しだい理由

「ずづと鶴居村にし、たい」、「鶴居村の外に出るが、戻って<るつもり」と回答した人のその理由

は、「生まれ育ったところだから」が 70.0% で最も多く、次いで「自然環境が豊かだから」(50,0%) 、

「親が住んでいるから」 (43.3%) と続いています。

間 4で「ずっと鶴居村にいたい」、「鶴居村の外に出るが、戻ってくるつもり」と回答した方におたずねします。

問4‐「 その理由は何ですか。(3 つまで○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

生まれ育ったところだから

自然環境が豊かだから
親が住んでいるから

親しい友人などがいるから

自然災害が少ないから

参加したいイベントなどがあるから

i 50,o 1
キ ー--- ---- * - -一- ------ ↓

圭 一 --- 主 ト ー ・ 1 1

1 36.7

----
一二宣言
〒7

L--L 一二---…--L--1‐…--
才 6.7--.

i 6.7
---:
“

1 3,3 ,

13・31

。:o ,

防犯体制が整っており安心だから

おいしい食べ物が多いから

娯楽施設など遊べる場所があるから

【その他内容】
・静かだから ・好きだから
ー ・家があるから ・過ごしやすいから 1
←-"------ ー

r---------
“ ""--" 「""------rh---"-- "- “

, 1 , i
(n=30)

将来、働く場所があるから

(5) 将来、鶴居村に居住したくない理由

「鶴居村から出て、戻らない」と回答した人の理由は、「将来、働く場所が少ないから」が 69.2%

を占め、次いで「希望する就職先がないから」 (50,0%) が続し、ています。

間 4で「鶴居村から出て、戻らない」と回答した方におたずねします。

問4‐2 その理由は何ですか。(3つまで○印),

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

将来、働く場所が少ないから

希望する就職先がないから
あまり都会的でないから

ー…】---- -- 1,69.2

1 に --」 鑑 一
50,0

ー
-T
「 42.3

皐 ー

1
ー一--= 一

111.5

」 3.8

1185

　　　 　 　 　 　 　

娯楽施設など遊べる場所がないから
親しい友人や若者があまりいないから

自然災害が心配されるから
親の転勤で将来は鶴居村に住んでいないと思うから

防犯体制が不安で安心できないから
自然環境が悪くなっているから

おいしい食べ物が少ないから

参加したいイベントなどがないから

0.0

0.0

0・0 1 ,
0,o i l・ … 1 , 三 .

0.o i - (n=26)
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(6) 幸福感 (豊かさ)とは何か

幸福感 (豊かさ) は、「恵まれた自然」が 44.4% で最も多く、次いで「友人や地域での恵まれた人

間関係」 (40.7%) 、「′』n身の健康」 (34.6%) と続いています。

問5 あなたにとって“幸福感 (豊かさ)"とは何ですか。(3つまで○印)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

恵まれた自然
J 40.7

‐- - -- 」 34,6-- ---- ▲ -- - -- ー "ー▲-ーーーー- ---------「 -- i

友人や地域での恵まれた人間関係
心身の健康

便利で快適な暮らし
時間的なゆとり

円満な家庭、家族の団らん
充実した衣食住

充実した余暇や趣味、教養
収入や資産の多さ

働くことの喜びや社会への奉仕
その他
無回答

32,1
　 　▲--:

三 --湯 量-- - -- - 」 -- ---- -ーー
上27・2

1 25.9 1---- --“---"-- -▲- -- -----」-「ー-------- .

! 1.2

0.0

3. 将来の職業

(1) 将来就きたい職業

将来就きたい職業は、「公務員」が 22,2% で最も多く、次いで「医療関係」 (17.3%) が続いてし、

ます。また、「まだ考えていない」も 22.2% で多い状況です。

問6 あなたは将来どのような職業につきだし、ですか。(3つまで○印)

30%0% 10% 20%

公務員
まだ考えていない
医療関係

・情報処理関係
教員・保育士等
自動車・機械関係

22,2

--- -:: 「 22.2ー - ---- - …
,17 ・3 喜ー‐ニー--- - - - - - 1 i

i.9.9

≦ 9.9

≧ 9.9ーー--------▲---- -- ---・ --、

コンピューター・情報処理関係

文化創造関係(作家・音楽家・芸術家・f非優等) 8.6

その他 - -1 7,4

1 6.2農林水産業関係
商店・飲食店関係
プロスポーツ選手
理容・美容関係

建築関係(設計・建築等)

.6.2

1 6.2

i 4,9

- --- 1 3,7 ,」 "----------------------- 」----------------------キr
.
・
..
・・
.・
-
1
,,
」
.

製造業関係
金融・保険関係
交通・運輸関係

1,.・.,.・1.141-.・t・..・..・・.・

ー

- 2.5 …【その他内容】
i2.5 1 ..レゴ社で働く ・ブ□の料理人 …
12.5 , .アパレル系 .タグポー ド …

j l.2

11.2

-il.2 (n=81)
0.0 1

マスコミ関係 (放送・新聞・出版等)
観光関係(旅館等含む)

福祉関係
工会等)
無回答

産業団体 (農協・漁協・商工会等)
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4一鶴居村の将来

(1) 将来希望する鶴居村の姿

間7 大人になった時、鶴居村がどんな村になっていたら良いと思いますか。(3つまで○印)

自然と共生する美しい村(自然が豊かで、環境にやさしい村)

便利で快適に暮らせる村(生活環境が整った村)

多くの人が訪れる観光・交流の村

健康で安心して暮らせる村(保健・医療や福祉が充実した村)

生活していて安全な村(事故や犯罪、災害などが少ない村)

教育・文化・スポーツなどが充実した村(生涯学習に親しめる村)

農林漁業や商工業などの活力ある産業の村(経済的に豊かな村)

情報化や通信機能などが発達した村

住民同士のふれあいが豊かで、郷土への愛着が高い村

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ーr ーー「 ◆ - =-= r"▼‐r「▼-「▼「 . -- - --'r ・
1 56.8

,i
lー 37,o

‐ーーー‐
ミニー--- - …------

・ムー
÷ -

-
35,8 1

　 　 　　　 　　 　 　
1 34.6 1

・ 1

一- - 二 , i

22.2 1

: -- --, ◆ :

- 17.3

【r - - i
1 16.O　 　 　

　
1
」 14.8

≧ 2,5　　　

0.0 (n=81)

1【その他内容】
, ・今と変わらない ・このままでいい

'

◆◆↑::-

今後、鶴居村がどのような村になってほしいかは、「自然と共生する美しい村 (自然が豊かで、環境

にやさしい村)」が 56.8% を占めて最も多く、一般向けアンケート結果の 57.3% とほぼ同じ結果とな

っています。

中学生は、次いで「便利で快適に暮らせる村 (生活環境が整った村)」 (37.0%) 、「多くの人が訪
れる観光・交流の村」 (35,8%) とし、った商工観光の関する項目が続いており、一般向けアンケート結

果で多かった「健康で安心Nして暮らせる村 (保健・医療や福祉が充実した村)」とは違いが出ています。
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(2) 今後、村づくりで力を注ぐべきこと

間8 鶴居村のむらづくりで、今後どのようなことに力を注ぐべきだと思いますか。

自然を守る(自然環境の保全)

鶴居村での産業を盛んにして、働く場所を増やす

バスなど公共交通機関を充実する

公園や広場などを整備する

市街地(家や建物がたくさんある場所)や商店街を整備する

ごみの適切な処理、ごみの減量、リサイクルに取り組む

情報化が進むように、設備やサービスを充実する

地域の活動やイベント(行事)を充実する

交通安全や防災、防犯に取り組む

健康づくりに取り組み、医療を充実する

高齢者や障がい者の福祉を充実する

教育・文化・スポーツに取り組む

道路を整備する

住宅や上下水道など生活環境を整備する

国内外との交流活動や国際化を進める

1

ー ー ーー ー
‐1 =--------ー

--‐ F------ ↑- ▼

◆▲,.・.′,.・◆.◆.・

　　 　 　
1 28.4

1 21,O

,14,8

1 14,8

ヨ13.6
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【その他内容】
・もっと自然などをきれいにして、
観光客を増やしてほしい
・都市化を進める

:

(3つまで○印)

40% 5

今後のむらづくりで力を注ぐべきことは、「自然を守る (自然環境の保全)」が 42.0% で最も多く、

次いで「鶴居村での産業を盛んにして、働く場所を増やす」 (34.6%) 、「バスなど公共交通機関を充

実する」 (33,3%) が続いています。
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